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 令和５年度庁議報告事項 

 第 18 回庁議（２０２３年１１月２１日）            環境部 環境課 

              

【件名】 

脱炭素社会の実現に向けたアンケート調査の実施結果及び脱炭素ロードマップの作成に

向けた考え方について 

 

１ アンケート調査の実施結果 

（１）調査の目的 

   中野区の二酸化炭素の削減ポテンシャル等の分析にあたって、区民及び事業者のエ

ネルギー消費状況や省エネルギー・再生可能エネルギー等の取組状況、環境保全に関

する意識等を把握するために実施した。 

（２）対象者 

①区民向け調査 

無作為抽出した満 18 歳以上の区民 2,000 名 

②事業所向け調査 

無作為抽出した 500 事業所 

（３）回答方法  

   郵送または Web フォームによる回答 

（４）実施期間 

   令和５年８月２８日から９月１１日まで 

（５）集計結果 

回収数及び回収率 

     ・区民向け調査  452 人（回収率 22.6%） 

     ・事業所向け調査 140 件（回収率 28.0%） 

 

２ 脱炭素ロードマップの作成に向けた考え方 

現在、ゼロカーボンシティ宣言及び環境基本計画で定めた二酸化炭素排出削減の目標

達成に向けて、区が取り組むべき削減量や取組内容を具体的に示すために、脱炭素ロー

ドマップ作成の検討を進めている。本ロードマップには、主に以下の内容を記載する考

えである。 

（１）２０３０年度の二酸化炭素排出量将来推計 

   環境基本計画で定めた２０３０年度時点での２０１３年度比４６％削減の目標実現

に向けて、電力排出係数の変化に伴う削減効果や、国及び東京都の施策等による削減

効果を推計することで、区が取り組むべき削減量の推計を示す。 

 

（２）２０３０年度の削減目標の達成に向けた区の取組 

   （１）で示した区が取り組むべき削減量を着実に達成するために、環境基本計画の
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アクションプログラムに記載した取組を基本としつつ、さらに追加で実施する取組に

ついても検討を進め、その取組内容及び削減効果を示す。 

 

（３）ゼロカーボンシティ実現に向けた区の取組 

   ２０５０年度のゼロカーボンシティ実現に向けて、現在研究・開発が進められてい

る技術や、今後研究・開発が進められることが想定される技術等を踏まえたうえで、

現時点で想定される取組の方向性を示す。 

 

（４）ゼロカーボンシティ実現に向けた区民や事業者の取組 

   ゼロカーボンシティ実現に向けて、区民や事業者が取り組むべき取組について示し、

効果的な普及啓発を進めていく。 

 

３ 今後の予定 

令和６年３月    脱炭素ロードマップ（案）の作成 

令和６年６月    脱炭素ロードマップの作成 

 


